
総合的に学力向上を図る学校への支援事業



取組内容

・全国学力・学習調査、

学力テストの活用向上

・はばプラⅡを活用した授業づくり

・校内研修体制の整備



はばプラⅡを活用した授業づくり

指導案形式の工夫



昨年度の校内研修では…。

「主体的・対話的で深い学び」にするための授業づくりの基本

１児童生徒にとっての単元及び題材の課題を設定する。

２単元及び題材の課題の解決（目標への到達）に向け、

各単位時間をつなげる。

３多様な考え方に触れ、自分の学びを広げたり

深めたりできるような対話的な場面をつくる。

４主体的に学び、学んだことを次の学習に活用できるように、

各単位時間での「めあて」の設定と「振り返り」の場面をつくる。

見通し

対話

めあてと振り返り



見通しとは…。

見通し

・単元の第１時や初めにおいて、課題解決に向けた追究

意欲や学習計画、目標に到達した姿のイメージをもつ。

・単元や１単位時間の課題に対し、既習事項等を基にし

ながら、解決に向けた学習方法や活動を明確にする。



対話とは…。

対話
・他者の様々な見方や考え方に触れ、

「一人では気付けなかったことに着目する。」

「同じような意見を聞き、自分の考えに自信を持つ。」

「相手に説明することで、自分の考えをより明確化できる。」

というよさを生かし、「他者」と向き合う場面をつくる。



めあてと振り返りとは…。

めあてと振り返り

・めあて→「何を学ぶのか」「どのように学ぶのか」を

とらえる。

・振り返り→「何を学んだか」「どのように学んだか」

などを表出して、自分の学びを自覚する。



授業づくりをするときに…。

見通し 対話 めあてと振り返り

これらを意識しながら、授業づくりや教材研究を
してみましょう！



すでに実践されているものを参考に…。

はばたく群馬の指導プラン

実践事例集



一歩進んだしかけづくりを…。

評価資料集

算数work



主体的・対話的で深い学びに向け、
教師がまず主体的・対話的に
取り組んでみましょう。


